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☆中学生徒会役員選挙・生徒総会☆ 
４月に中学校生徒会役員選挙が実施され、４名の生徒会役員が選出されました。また副役員

として３名の生徒が生徒会本部に加わりました。５月には新役員が中心となって、中学生徒総

会を実施しました。まず初めに、各委員会と生徒会本部から今年度の活動内容が発表されまし

た。そして各クラスからクラス目標と具体的な取り組みが発表されました。その内容は以下の

通りです。ここで、今まで実行に移せていることとこれから心がけていくべきことを確認し後

期の活動につなげていきましょう。 

委員会・クラス 活動内容・クラス目標 

生活・保健委員会 

①挨拶運動を毎週土曜日に実施する。 

②生活面で心がけるべき留意点について、ポスターを制作する。 

③必要に応じて消毒液の補充をする。 

④B
ビ

 sit
シット

-Start
ス タ ー ト

キャンペーンを実施する。 

美化委員会 

①体育祭と梧林祭においてゴミ袋の設置と回収を行う。 

②清掃用具の点検を行う。③階段と廊下の掃除を行う。 

③ボランティア活動を行う。 

放送委員会 
①体育祭とスポーツフェスティバルで実況放送を実施する。 

②お昼の放送で音楽を流す。 

新聞・文庫委員会 

①体育祭や梧林祭などのイベント後に学校新聞を作成・掲示する。 

②図書館の本の整理を行う。 

③恵まれない人々に本を届ける運動を行う。 

スポーツ実行委員会 
①体育祭とスポーツフェスティバルの準備・運営を行う。 

②体育祭とスポーツフェスティバルを振り返り、来年に引き継ぐ。 

生徒会本部 

①生徒総会の準備・運営を行い、全校スローガンを決めて掲示する。 

②アンケートや意見箱を利用して全校生徒の意見を聞く。 

③本部役員会議を定期的に実施しイベントなどの準備をする。 

④切手整理や絵本制作などのボランティア活動に取り組む。 

１年１組 

目標 
①絆を深めて仲の良いクラスにする。 

②落ち着いた生活を送り、責任を持って行動する。 

取り組み 
①挨拶をする。②困っている人がいたら助ける。 

③お互いの意見を尊重する。④他人の陰口を言わない。 



１年２組 
目標 誠実なクラスにする。 

取り組み ①約束を守る。②公平な態度で人に接する。③信頼関係を作り上げる。 

２年１組 
目標 文武両道 

取り組み ①勉強をする。②努力をする。③集中力を高める。 

２年２組 

目標 何事にも自主的に取り組んで、学校行事などにも率先して取り組む。 

取り組み 
①自己中心的ではなく周りの人にも配慮する。 

②率先して手を挙げる。③何事も先生に頼らず自分で行う。 

３年１組 

目標 きょうしんりくりょく（互いに心を一つにして力を合わせ協力し合う） 

取り組み 
①定期的にクラスでの対話をし、目標やビジョンを共有し理解し合う。 

②挨拶や感謝を忘れず、一人ひとりがメリハリをつける。 

☆全校スローガン☆ 
生徒総会で全校生徒から提案された意見を基に、生徒会本部役員が全校スローガンを決めま

した。今年のスローガンは『日進月歩
にっしんげっぽ

』に決まりました。このスローガンには「生徒全員が努

力を継続し一歩ずつ前へと進んでいこう。そして日ごとに進歩し、昨日よりも今日、今日より

も明日、より良い目黒学院を創り上げていこう」という思い

が込められています。生徒会本部役員が、このスローガンを

大きく書いた掲示物を作成し、３階の階段踊り場の壁に貼っ

てくれました。全校生徒みんなでこの目標を達成できるよう

に、日々心がけていきましょう。 

☆体育祭☆ 
６月４日に駒沢公園第一球技場で体育祭が行われました。当日は澄み渡った青空の下、人工

芝のグランドで全校生徒が思いきり競技に取り組むことができました。当日までの事前準備に

おいては、スポーツ実行委員や各組団長・副団長がリーダーシップをとり、ソーラン節や各種

目の練習を進めてくれました。その結果、１年生から６年生まで学年を超えた団結力を少しず

つ高めていくことができたのではないでしょうか。本番の素晴らしいソーラン節の演技披露や

全校生徒の力を集結したリレーや綱引きなど、１人ひとりにとって

思い出深い体育祭になったことと思います。 

今年も多数の保護者の方々に綱引き・リレー・目学宅配便リレー

などの種目に参加していただきました。本当にありがとうございま

した。中高一貫コースの伝統である、生徒・保護者・先生方が一体

となった体育祭を実現でき生徒もたくましさを増したよう思います。 

後期には梧林祭やスポーツフェスティバルなどの行事があります

が、今後も「クラス、学年、さらには全校生徒の結束力」をより高

めていけるといいですね。  

 



☆高校生徒会役員選挙☆ 
７月５日（土）に高校生徒会役員選挙が実施されました。４HA 組から副会長１名が立候補

し、「学習環境の整備や校則の見直しをしながら、生徒会活動の活性化を図ります。」という決

意表明を行い、その結果信任されました。みなさんも生徒会活動に積極的に取り組み、よりよ

い目黒学院作りを目指していきましょう。 

☆夏休みの過ごし方☆ 

明日から夏休みが始まります。ここで“楽しく安全で充実した

夏休み”を過ごすために、いくつかの留意点をお伝えします。 

① 規則正しい生活を送りましょう。 

起床時間・就寝時間・食事時間を一定にし、目黒学院に通学している 

時と同じ生活のリズムを守りましょう。 

② 各教科の課題を計画的に進め、提出期日を守りましょう。 

③ 学習面での弱点克服を目指すと同時に発展的な課題にも挑戦しましょう。 

授業で使用しているワークなどで復習をし、苦手分野の基礎力を高めましょう。また、得 

意教科は、検定試験に向けた学習を進めるなど発展的な課題にも挑戦しましょう。 

④ 外出時は「誰とどこに出かけ、何時に帰宅するか」を保護者 

に伝え、保護者の許可を得ましょう。 

⑤ 熱中症・感染症の予防に努めましょう。 

普段からこまめに水分補給をしたり外出時に帽子をかぶるなど、

熱中症の予防を心掛けましょう。また、うがい・手洗いをこま

めに行い、感染症の予防に努めましょう。 

⑥ 家族の一員として積極的に手伝いをしましょう。 

⑦ 読書をしましょう。今回のおすすめの本は… 

 

 

 

 

 

「アイデアのレッスン」   ちくま書房   外山 滋比古著 

この本の魅力は、アイデアを生み出すプロセスを説明してくれている点です。例えば、ど

んな環境や条件がアイデアを生み出しやすくしてくれるか、そしてそのアイデアを逃さない

ための工夫などが提案されています。また「常識を疑え」という姿勢が創造性を引き出す重

要な鍵であることも説かれています。 

さらに、日常生活において観察力を高めたり、メモをとって活用する習慣の重要性につい

ても触れていて、アイデアを思いつきそれを十分に活用するのに 

役立つ内容となっています。頭をリフレッシュしながら、創造性 

を磨くためのガイドとして優れた一冊です。 

 

 

 

 

 

 



☆梧林祭☆ 

 

 

各団体企画一覧 

企 画 名 参加団体 当日の会場 

中学１年生校外宿泊展示 1 年 1･2 組 

1 年 1 組教室 
総合的な学習の時間プレゼンテーション 

1 年 1･2 組

3 年 1 組 

目黒学院 happy 祭り 

(風船釣り・射的・ｽｰﾊﾟｰﾎﾞｰﾙすくいなど) 
1 年 1･2 組 1 年 2 組教室 

中学２年プレゼン 

2 年 1･2 組 

2 年 1 組教室 

ドリームジャンボ カジノ 

(ルーレット・トランプ・サイコロ・ダーツ) 
2 年 2 組教室 

スポッチャ in 目黒学院 

(卓上ﾎｯｹｰ･ﾊﾞｽｹｼｭｰﾄ･的当て･もぐら叩き) 3 年 1 組 
3 年 1 組教室 

目黒クイズハント (目黒学院雑学ｸｲｽﾞｽﾀﾝﾌﾟ) 3 年 1 組横通路 

北海道産ほくほくﾎﾟﾃﾄとﾁｪﾀﾞｰﾁｰｽﾞに焦がし醤油風味の特製ｵﾆｵﾝ

ｿｰｽが効いていない普通のポテト (ﾌﾗｲﾄﾞﾎﾟﾃﾄとﾄﾞﾘﾝｸの販売) 
4 年 HA 組 ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｶﾌｪ前 

ハワイを愛すアイスキュロス  

(チョコバナナとアイスキャンディーの販売) 
5 年 HA 組 ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｶﾌｪ前 

英語科教科展示 (英作文) 1 年～5 年 ４HA 教室 

美術科教科展示 (絵画) 

1 年～3 年 ６HA 教室 技術･家庭科教科展示 

(箸･ﾊﾞﾀｰﾅｲﾌ･ﾎﾟｰﾁ･ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ･水引細工･写真立て) 

English Adventure!～ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ先生のｹﾞｰﾑに挑戦!!～ 

(動画ｸｲｽﾞ･ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ先生のｹﾞｰﾑ･英字新聞･輪投げ) 
E.S.S.部 ５HA 教室 

目黒学院の車窓から 2025 

(プラレール走行・鉄道写真展示) 
鉄道研究同好会 ４HA 教室 

合気道演武と合気道体験 合気道愛好会 柔剣道場 

 ９月 13日(土)、14日(日)に梧林祭が開催されます。これから、クラス・学年・部活動 

・各教科において、企画の準備を進めていきます。自分たちはもちろん、来校してくれた

方々が十分に楽しんでもらえるよう工夫をこらした 

企画を完成させていきましょう。 

 


